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1. 目視検査工程のAI導入PoCの取組み
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検査員
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生産ライン

検査員

いままで これから
<人による目視検査>
・人的負担
・人による品質のブレ
・検査速度の限界

<AIによる検査>
・省人化/省力化
・品質均一化
・検査速度向上

・多くの企業が、目視検査による、人的負担、人による品質のブレ、
検査速度の限界などの問題を、AI導入により解決しようとしています。

・一方で、AI導入PoCを実施することで目視代替AIモデルはできますが、
本番展開にはたくさんの課題があることがわかってきました。

OK

NG

生産ライン

検査員

→しかし、本番展開には課題があります
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2.AIを本番稼働させる課題点と解決への取り組み
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・AI案件の経験から、AIのPoVや本番導入で以下の課題がわかってきました。
・Hitachi Visual Inspection Application(HVIA)でこれら課題を回避し、

構築SEはアプリケーション開発に集中できます。

PoV/本番展開の課題

・撮像用カメラ接続
・UI開発が必要
・画像データの管理/保存
・学習モデルのバージョン管理
・再学習の仕組み
・IoTアプリとの接続
・BIツールとの接続
・出力用パトランプ等の接続
※特に構築SE視点

PoV/本番に進む間の
大きな壁

HVIA

PoV/本番導入システム立ち上げを簡単に

開発工数を削減
システム品質を向上

HVIA

目視検査AI
カメラ

BIツール／
IoTアプリ

パトランプ/PLC
学習モデル管理

UI 再学習

データ管理

DB/
データレイク
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3-1. HVIAの3つの特徴

システムの立ち上げがかんたん

ユーザー用画面、AI用データ管理、結果判定機能、デバイ
スインタフェース、AIエンジンインタフェースなど、お客さまの目
視検査工程で業務を遂行するために必要なの機能がそろっ
ています。

(*)HVIA: Hitachi Visual Inspection Application

さまざまなAIエンジンがえらべる

オリジナルで作成したAIエンジン、クラウドで提供されるAIエ
ンジンと接続が可能です。また日立が用意したエンジンをお
使いいただくオプションもございます。
加えて、システム稼働開始後の学習・追加学習も容易にで
きます。

さまざまなデバイスとつながる

目視検査AIのシステムにかかせない、画像入力用の各社カ
メラ接続に対応しています。また出力先として、PLC、パトラ
ンプ等の制御系デバイスや、製造工程管理システムやBI
ツールとの接続に対応可能です。

より効率的にAI活用システム構築をサポート、PoV/本番環境の構築工数を最適に
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3-2. HVIAの3つの特徴

システムの立ち上げがかんたん

ユーザー用画面、AI用データ管理、結果判定機能、デバイ
スインタフェース、AIエンジンインタフェースなど、お客さまの目
視検査工程で業務を遂行するために必要なの機能がそろっ
ています。

(*)HVIA: Hitachi Visual Inspection Application

さまざまなAIエンジンがえらべる

オリジナルで作成したAIエンジン、クラウドで提供されるAIエ
ンジンと接続が可能です。また日立が用意したエンジンをお
使いいただくオプションもございます。
加えて、システム稼働開始後の学習・追加学習も容易にで
きます。

さまざまなデバイスとつながる

目視検査AIのシステムにかかせない、画像入力用の各社カ
メラ接続に対応しています。また出力先として、PLC、パトラ
ンプ等の制御系デバイスや、製造工程管理システムやBI
ツールとの接続に対応可能です。

より効率的にAI活用システム構築をサポート、PoV/本番環境の構築工数を最適に
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3-3. HVIAの3つの特徴

システムの立ち上げがかんたん

ユーザー用画面、AI用データ管理、結果判定機能、デバイ
スインタフェース、AIエンジンインタフェースなど、お客さまの目
視検査工程で業務を遂行するために必要なの機能がそろっ
ています。

(*)HVIA: Hitachi Visual Inspection Application

さまざまなAIエンジンがえらべる

オリジナルで作成したAIエンジン、クラウドで提供されるAIエ
ンジンと接続が可能です。また日立が用意したエンジンをお
使いいただくオプションもございます。
加えて、システム稼働開始後の学習・追加学習も容易にで
きます。

さまざまなデバイスとつながる

目視検査AIのシステムにかかせない、画像入力用の各社カ
メラ接続に対応しています。また出力先として、PLC、パトラ
ンプ等の制御系デバイスや、製造工程管理システムやBI
ツールとの接続に対応可能です。

より効率的にAI活用システム構築をサポート、PoV/本番環境の構築工数を最適に
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4. HVIAの仕様
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・運用モード
AIによる検査を行う

・検査実績モード
過去の判定履歴を確認する

・パラメータ設定モード
判定閾値の調整等を行う

・AI学習モード
AIの学習を行い精度向上等を行う

・管理モード
環境設定等を行う

機能概要

・画像入力
・ビットマップ及びJPEG画像に対応
・Basler社カメラ対応

・制御機能
・PLCによるライン制御・パトランプ
・照明制御

デバイス接続

・RESTインターフェースを持つAIに対応
日立製エンジンの他・下記接続実績あり
・Amazon SageMaker
・IBM Maximo Visual Inspection 

AIインタフェース

https://www.hitachi.co.jp/bigdata/platform/visual-inspection-application/index.html

最新のインタフェース拡張状況はwebを参照ください。

HVIAは随時インタフェース拡張を行っています。
皆さまにお気軽に使っていただき、ご意見いただければと思います。
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4-1.(1) 運用モード画面例(検査合格)
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4-1.(2) 運用モード画面例(検査不合格)
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4-2. AI学習モード画面例(データ拡張)
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4. HVIAの仕様
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・運用モード
AIによる検査を行う

・検査実績モード
過去の判定履歴を確認する

・パラメータ設定モード
判定閾値の調整等を行う

・AI学習モード
AIの学習を行い精度向上等を行う

・管理モード
環境設定等を行う

機能概要

・画像入力
・ビットマップ及びJPEG画像に対応
・Basler社カメラ対応

・制御機能
・PLCによるライン制御・パトランプ
・照明制御

デバイス接続

・RESTインターフェースを持つAIに対応
日立製エンジンの他・下記接続実績あり
・Amazon SageMaker
・IBM Maximo Visual Inspection 

AIインタフェース

https://www.hitachi.co.jp/bigdata/platform/visual-inspection-application/index.html

最新のインタフェース拡張状況はwebを参照ください。

HVIAは随時インタフェース拡張を行っています。
皆さまにお気軽に使っていただき、ご意見いただければと思います。
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5. Try-it環境でHVIAをお試しください
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目的に合わせ、2つのTry-it環境をご用意しております。
ぜひご利用ください。

• 学習環境や、手持ちの学習
済みモデルは無いが、HVIA
を試してみたい。

• 日立のクラウド上で、HVIAをお試し頂
けます(VPN接続でご利用頂きます)。

Try-it@日立

• 手持ちの学習済モデルと、
HVIAの接続を試してみたい。

• コンテナ形式でHVIAをご提供しますの
で、ご自身のAWS環境へのデプロイが
可能です。

• Amazon SageMakerで作成したモデ
ルも利用可能です。

Try-it@AWS
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6. Amazon SageMaker-HVIAの接続
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Amazon SageMakerとHVIAの接続を試してみました

1. Amazon SageMakerで学習を実行し、モデルを作成
2. HVIAを起動(コンテナをAmazon EC2上にデプロイ)
3. インターフェース(API)変換スクリプトの作成と、HVIAの接続先の設定
4. HVIAから推論実行

接続するためのステップ

Amazon 
SageMaker

1. Amazon SageMakerで学習を実行

2. HVIAのデプロイ

4. 推論実行

学習済
モデル

Amazon EC2

推論API呼出

3. API変換スクリプト作成
と接続先設定

HVIA
API変換
スクリプト

画像
ファイル

Amazon
S3

学習
データ
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6-1. Amazon SageMaker-HVIAの接続 (Step1)
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(Step1) Amazon SageMakerで学習を実行し、モデルを作成

Amazon SageMakerから、Jupyter Notebookを起動し、学習～デプロイを実施します。
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6-2. Amazon SageMaker-HVIAの接続 (Step2)
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(Step2) HVIAを起動(コンテナをAmazon EC2上にデプロイ)

EC2インスタンス上で、HVIAのコンテナを起動します。
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6-3. Amazon SageMaker-HVIAの接続 (Step3)
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(Step3)インターフェース(API)変換スクリプトの作成と、HVIAの接続先の設定

SageMakerのAPIに合わせて、API変換スクリプトを作成します。
今回は、AWSの提供するinvoke_endpoint関数を利用し、HVIAからSageMakerのエンド
ポイントにアクセスする変換スクリプトを作成しました。
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6-4. Amazon SageMaker-HVIAの接続 (Step4)

16

(Step4) HVIAから推論実行

検体の画像をHVIAに送り、SageMakerに接続して、検査を実行した結果画面です。
(不良判定されたケース)
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7. まとめ
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・Hitachi Visual Inspection Application(HVIA)は、ワンパッケージで
AI活用システム立ち上げをかんたんにします
・Try-it環境でお試しいただけます
・HVIAは、Amazon SageMakerとの接続含め、

随時インタフェースを拡張しています
・ぜひ、貴社と協力させていただき、AI活用システムの導入を推進しましょう

[IoT@Loft #14特別オファー]
Try-it@AWS Dockerコンテナイメージを
60日無償提供いたします。ぜひお問い合わせください。

HVIAに対するご意見・ご希望・お問い合わせ先
mitsuru.oikawa.ep@hitachi.com



© Hitachi, Ltd. 2020. All rights reserved.

その他、商標などの引用に関する表示
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■ 商標類

・IBMは、世界の多くの国で登録されたInternational Business Machines Corporationの商標です。
・AMAZONは、Amazon Services LLCおよびその関連会社の商標です。
・その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。
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